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日本ドライケミカル株式会社



安　全　上　の　ご　注　意
 

 

 

このたびは日本ドライケミカルの防災製品を設置していただき、まことに有難うございました。 

この取扱説明書を、熟読のうえ安全に製品をお取扱いください。 

防災設備は日常使用するものではありませんが、緊急時には確実に機能を発揮しなければなりません。 

そのためには「正しい取扱い」と「日常の維持管理」が重要です。 

又、防災設備は緊急時に火災を検知、消火するための機構上、誤った取扱いをしますと「人的損害」、「物的損

害」、「二次災害等」の恐れが想定されます。 

従いまして、本設備は知識のない人の取扱いは危険で、訓練した「管理者の育成」が必要です。 

防災設備は日常使わないため管理がおろそかになる傾向にありますが、緊急時に確実に役立つよう管理者は 

「正しい取扱い」を習得して「日常管理」を行ってください。 

 

１．この取扱説明書は管理者を含め関係者がいつでも利用できるよう管理してください。 

２．この取扱説明書の記載内容についての問い合わせは弊社担当部署までご連絡ください。 

３．この防災製品に異常が発見された場合や改修等を企画される場合は、弊社担当部署までご連絡ください。 

  防災設備の工事は有資格者の消防設備士が行うよう法律で定められております。 

４．この防災製品の保守・点検は製品内容を熟知している弊社にご用命ください。 

５．この取扱説明書は保証書や契約書ではありません。 
 
本文中に用いた表示記号は次のように区分しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！ 危 険

！ 警 告

！ 注 意

この表示は防災設備を誤って取扱った場合、死亡又は重症を負う等

の重大な人的被害の恐れが想定される事項を示しております。

この表示は防災設備を誤って取扱った場合、傷害等の人的被害の

恐れや、設備不作動などの機能に致命的な悪影響を及ぼす恐れが想定

される事項を示しております。

この表示は防災設備を誤って取扱った場合、本設備の機能障害、

誤作動、二次災害等の恐れが想定される事項や、本設備の機能維持

に必要な注意事項を示しております。



① 起動方法 

 危 険 
本貯蔵容器をご使用の際は、本取扱説明書をよくお読み頂き、操作を行ってください。二酸化炭素消

火剤は人命を損なう恐れがあります。 

 

② 起動方法（手動起動） 

 危 険 
放出区画内に人がいないことを必ず確認してから押釦を押してください。二酸化炭素消火剤は人命

を損なう恐れがあります。 

 

 注 意 
開放器の押釦は容器弁の作動封板が確実に破れるように力強くたたいてください。たたき方が弱

く不十分だと容器弁が全開しない恐れがあります。 

 

③ 故障時の対処方法 

 警 告 
故障が発生した場合は、作業資格、機器整備の技術を擁する弊社へご連絡ください。 

 

④ 点 検 

 危 険 
点検の際には充分に注意をして操作を行ってください。二酸化炭素消火剤は人命を損なう恐れがあり

ます。 

 

 警 告 
●火災時に機能を充分に発揮させるために、日常から維持管理に努めてください。 

●再充填は、弊社指定の充填所で行い、弊社純正品の新品の作動封板、パッキン、遊動子に交換して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑤ 点 検〔定期点検（法定点検）〕 

 警 告 

消火設備の法定点検については、作業資格、機器整備の技術を擁する弊社へご依頼ください。 

 

 注 意 
●特定の防火対象物（消防法施行令別表第1号に掲げる防火対象物）に設置されている消火設備等の

点検は、定期的（機器点検は6ヶ月毎，総合点検は1年毎）に実施し、その結果を消防庁又は消防

署長に報告しなければなりません。（消防法第17条の 3の 3） 

また、特定の危険物施設に設置されている消防設備等は、消防法第10条第 4項の技術上の基準に適

合しているかについて定期的（1年に1回以上）に点検し、その点検記録を作成し、３年間保持し

なければなりません。（消防法第14条の 3の 2） 

従って、有資格者（消防設備士または消防設備点検資格者等）による法定点検を定期に実施してく

ださい。誤作動や不作動の原因となるとともに、消防法令違反として罰せられます。 

●点検の方法は、特定の防火対象物の場合は、昭和50年 10月 16日消防庁告示第14号の点検基準、

また、特定の危険物施設の場合は、平成3年 5月 28日消防庁通知消防危第48号の定期点検に関す

る指導指針に従うほか、本書の手順を遵守してださい。誤作動や不作動の原因となります。 

 

⑥ 点 検（日常点検） 

 警 告 
●日常点検において、異常が認められた場合は、点検資格者、機器整備の技術を要する弊社にご用命

ください。 

 

⑦ 施 工（共通） 

 危 険 
●二酸化炭素消火剤は人命を損なう恐れがありますので貯蔵容器の取扱には充分注意してださい。 

●本容器は重量物ですので取扱には充分注意してください。 

 

⑧ 施 工〔運搬及び施工〕 

 警 告 
●本貯蔵容器には高圧ガスが充填されています。取扱には充分注意してください。 

●設置場所への搬入は、必ず専用の容器搬送車を使用してください。 

●４０℃以下の温度変化の少ない場所に保管してください。 

●直射日光及び雨水のかかる恐れの少ない場所に保管してください。 

 

 注 意 
●運搬中は大きな振動、衝撃を与えないで下さい。機器の故障の原因になります。 

●高温、多湿を避けた屋内に保管してください。 

●振動、塵埃が少なく腐食の恐れのない場所に保管してください。 

●運搬及び保管中は保護キャップを取り外さないでください。 

 



⑨ 施 工〔容器枠への設置〕 

 警 告 
●弊社専用容器枠に設置してください。 

●容器枠が床や壁に強固に固定されていることを確認してください。 

●容器枠への設置後は容器押さえ金具で確実に固定してください。 

●集合間への接続は、弊社製専用のガイドパイプを使用してください。 

●貯蔵容器内には高圧ガスが入っています。ガイドパイプの取り付けは確実に行ってください。 

●４０℃以下の温度変化の少ない場所に設置してください。 

●直射日光及び雨水のかかる恐れの少ない場所に設置してください。 

 

 注 意 
●容器枠組立後、上部天枠（アングル）中央部に穴がありますので、警告ラベル取付板を取り付け、

警告ラベルを貼り付けてください。 

 

⑩ 仕 様 

 危 険 
●二酸化炭素消火剤は人命を損なう恐れがあります。 

●表２．表３．のに掲げる仕様以外の条件では絶対に使用しないでください。故障の原因となります。

●本貯蔵容器及び容器弁は無断で改造しないで下さい。故障の原因となります。 
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１．適 用 

  本取扱説明書は、不活性ガス（二酸化炭素）消火設備用貯蔵容器（Ｆ－１４型容器弁付）の、仕様・

機能・取り扱い等に関する説明書です。ご使用にあたっては、本取扱説明書をよくお読み頂き、本機

の正しい機能と取扱い方法をご理解頂きますようお願い致します。 

 

２．各部の名称 

  図１，表１を参照ください。 

 

 
 

図１．二酸化炭素貯蔵容器（Ｆ－１４型容器弁付） 

 

表１．名 称 

品番 名  称 

１ 容器弁 

２ 安全弁 

３ 貯蔵容器 

４ 容器弁保護キャップ 

５ パッキン 

６ 作動封板 

７ 遊動子 

 

３．製品の概要 

本貯蔵容器は、高圧ガス保安法（昭和２６年６月法律第２０４号）及び同法に基づく命令に定める

容器検査に合格したものです。 

又、取付けられている容器弁は通常は閉止されており、火災時に貯蔵容器内の消火剤を放出するこ

とができるように設けられた弁であり、「不活性ガス消火設備等の容器弁、安全装置及び破壊板の基

準」（昭和５１年消防庁告示第９号）の技術基準に基づき、（一財）日本消防設備安全センターが実

施する認定に合格した製品です。 
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４．起動方法 

   危 険 
本貯蔵容器をご使用の際は、本取扱説明書をよくお読み頂き、操作を行ってください。二酸化炭素消

火剤は人命を損なう恐れがあります。 

 

容器弁に取付けられた容器開放器を、ガス圧又は手動により作動させることにより容器弁の作動封

板を破り、容器弁が起動し、消火剤が放出されます。 

 

 
 

図２．容器開放器（ＮＣ－１型） 

 

4.1 ガス圧起動 

 1. 起動用ガスを起動用ガス圧入出口より流入させる。 

 2. 容器弁が起動する。 

 

4.2 手動起動 

 危 険 
放出区画内に人がいないことを必ず確認してから押釦を押してください。二酸化炭素消火剤は人命

を損なう恐れがあります。 

 

 注 意 
開放器の押釦は容器弁の作動封板が確実に破れるように力強くたたいてください。たたき方が弱

く不十分だと容器弁が全開しない恐れがあります。 

 

1. 安全栓を引き抜く。 

2. 押釦を力強くたたく。 

3. 容器弁が起動する。 

 

５．故障時の対処方法 

 警 告 
故障が発生した場合は、作業資格、機器整備の技術を擁する弊社へご連絡ください。 
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[点検される方へ]  

６．点 検 

 危 険 
点検の際には充分に注意をして操作を行ってください。二酸化炭素消火剤は人命を損なう恐れがあり

ます。 

 

 警 告 
●火災時に機能を充分に発揮させるために、日常から維持管理に努めてください。 

●再充填は、弊社指定の充填所で行い、弊社純正品の新品の作動封板、パッキン、遊動子に交換して

ください。 

 

6.1 定期点検（法定点検） 

 警 告 

消火設備の法定点検については、作業資格、機器整備の技術を擁する弊社へご依頼ください。 

 

 注 意 
●特定の防火対象物（消防法施行令別表第1号に掲げる防火対象物）に設置されている消火設備等の

点検は、定期的（機器点検は6ヶ月毎，総合点検は1年毎）に実施し、その結果を消防庁又は消防

署長に報告しなければなりません。（消防法第17条の 3の 3） 

また、特定の危険物施設に設置されている消防設備等は、消防法第10条第 4項の技術上の基準に適

合しているかについて定期的（1年に1回以上）に点検し、その点検記録を作成し、３年間保持し

なければなりません。（消防法第14条の 3の 2） 

従って、有資格者（消防設備士または消防設備点検資格者等）による法定点検を定期に実施してく

ださい。誤作動や不作動の原因となるとともに、消防法令違反として罰せられます。 

●点検の方法は、特定の防火対象物の場合は、昭和50年 10月 16日消防庁告示第14号の点検基準、

また、特定の危険物施設の場合は、平成3年 5月 28日消防庁通知消防危第48号の定期点検に関す 

る指導指針に従うほか、本書の手順を遵守してださい。誤作動や不作動の原因となります。 

 

法定の点検基準，指導指針に従い、点検を行って下さい。 

 

6.2 日常点検 

 警 告 
●日常点検において、異常が認められた場合は、点検資格者、機器整備の技術を要する弊社にご用命

ください。 

 

定期的に目視で異常がないか確認して下さい。 

1. 変形，損傷，著しい腐食などがないこと。 

2. 専用の容器枠に容器押え金具により緩みなく固定されていること。 

3. 起動ラインの銅管及びガイドパイプが緩みなくに取り付けられていること。 

4. 開放器に安全栓が取付けられ、封印されていること。 
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[施工される方へ] 

７．施 工 

 危 険 
●二酸化炭素消火剤は人命を損なう恐れがありますので貯蔵容器の取扱には充分注意してださい。 

●本容器は重量物ですので取扱には充分注意してください。 

 

7.1 運搬及び保管 

 警 告 
●本貯蔵容器には高圧ガスが充填されています。取扱には充分注意してください。 

●設置場所への搬入は、必ず専用の容器搬送車を使用してください。 

●４０℃以下の温度変化の少ない場所に保管してください。 

●直射日光及び雨水のかかる恐れの少ない場所に保管してください。 

 

 注 意 
●運搬中は大きな振動、衝撃を与えないで下さい。機器の故障の原因になります。 

●高温、多湿を避けた屋内に保管してください。 

●振動、塵埃が少なく腐食の恐れのない場所に保管してください。 

●運搬及び保管中は保護キャップを取り外さないでください。 

 

7.2 容器枠への設置 

 警 告 
●弊社専用容器枠に設置してください。 

●容器枠が床や壁に強固に固定されていることを確認してください。 

●容器枠への設置後は容器押さえ金具で確実に固定してください。 

●集合間への接続は、弊社製専用のガイドパイプを使用してください。 

●貯蔵容器内には高圧ガスが入っています。ガイドパイプの取り付けは確実に行ってください。 

●４０℃以下の温度変化の少ない場所に設置してください。 

●直射日光及び雨水のかかる恐れの少ない場所に設置してください。 

 

 注 意 
●容器枠組立後、上部天枠（アングル）中央部に穴がありますので、警告ラベル取付板を取り付け、

警告ラベルを貼り付けてください。 
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８．仕 様 

 危 険 
●二酸化炭素消火剤は人命を損なう恐れがあります。 

●表２．表３．のに掲げる仕様以外の条件では絶対に使用しないでください。故障の原因となります。

●本貯蔵容器及び容器弁は無断で改造しないで下さい。故障の原因となります。 

 

表２．一般仕様 

容器内容積 

（Ｌ） 
製造 

充填量 

（kg） 

容器形状 

（㎜） 

耐圧試験圧力

（MPa） 

質量 

（kg） 
容器弁 

68 
KSB 

45 
φ268×1500H

24.5 

82 

F-14 型 
MTC φ267×1495H 74 

82.5 
KSB 

55 
φ273×1490H 82 

MTC φ273×1700H 89 

    ※質量は、容器弁、キャップ、充填ガスは除く。 

 

表３．Ｆ－１４型容器弁仕様 

耐 圧 試 験 圧 力 24.5MPa 

気 密 試 験 圧 力 10.8MPa 

安全装置作動圧力 17.6～24.5MPa(at60℃) 

作動封板破壊圧力 26.5±1.5MPa(at60℃) 

適 用 温 度 範 囲 -20℃～40℃ 

認 定 番 号 よ－007号 

開放器操作圧力（ガス圧） 1.0～10.8MPa 

(一財)日本消防設備安全センター認定品 

 

  《設置環境条件》 

   温度４０℃以下で温度変化が少なく直射日光及び雨水のかかるおそれの少ない場所。 

※（消防法施行規則 第１９条５の六） 

 

９．図 面 
  商用図 

  ・貯蔵容器(６８Ｌ)  ：図面番号 ＣＧＭ１０１（ＫＳＢ） ， ＣＧＭ３７８（ＭＴＣ） 

  ・貯蔵容器(８２．５Ｌ)：図面番号 ＣＧＭ１０９（ＫＳＢ） ， ＣＧＭ３７９（ＭＴＣ） 

  ・容器弁          ：図面番号 ＣＧＭ１１２（Ｆ－１４） 

  ・容器開放装置       ：図面番号 ＣＧＭ１２７（ＮＣ－１） 

  ・ガイドパイプ       ：図面番号 ＣＧＭ１３１（ＧＰＣｕ）， ＣＧＭ１３５（ＧＰＦ－１４Ｓ） 

 

 

 

 

 

●お問い合わせ先 


